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校長先生の短歌集

読書感想文

　

　

　

　フルコース実習では、本物のお店のように細かく時

間を調整したり、お客様に満足していただけるような

サービスなどをたくさんの時間をかけて用意しまし

た。今回はクリスマス前だったので、クリスマスのわ

くわくする気持ちを感じられるようなメニューや食材

を選びました。試作をしてみると想像と違った事が多

く、何度も食材を変えたり、直前までレシピを練って

いました。実習前日の業

後、香味野菜を細かく切っ

てじっくり炒めたり、スー

プの下準備をするなど、

みんなで協力して遅い時

間まで仕込みをしたこと

は、一生の思い出です。

恵方巻　　　

とよた元気まつり
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　私たちの校長先生は、集会のたびに短歌

を詠んでくださいます。私たち生徒にとっ

て、毎度どのような短歌を詠んでくださる

のかは１つの楽しみです。文化祭の時は、

生徒たちを応援するための短歌を詠んで

くださいました。またその時に、先生方

に配布された団Ｔシャツを生徒たちに腕

を広げて見せたりなど、ユーモアもあり

ます。ここで校長先

生にならって、私も

１つ短歌を詠んでみ

よ う と 思 い ま す。

「挑む君 未来への扉 

開く時 勇気と自信 

胸 に 抱 き 締 め」

受験生の皆頑張れ！

　

　

　

　私は、恵方巻きの商品開発で「ごま油香るサー
モンポキのレアレアロール」を考案しました。工
夫した点は、具材の彩りです。この恵方巻きには、
ハワイ料理であるサーモンポキを使っており、グ
リーンリーフや玉子を使うことでより色鮮やかな
恵方巻きにした点です。また、「レアレア」とは、
ハワイ語で喜び・幸福を意味しており、食べた人
に幸せになってほしいという思いを込めました。
このような、貴重な経験を通して、来年のお弁当
の商品開発にも活かしていきたいです。

　

　

　「テンションアゲアゲ　甘辛和風とり天巻」母が
海鮮が苦手で、節分に恵方巻きを一緒に楽しめな
かった経験から、海鮮が苦手な人でも楽しめる恵方
巻きを作りたいと思いました。恵方巻きの具材の配
置ひとつで断面の見栄えが大きく変わるため、調理
プランで何度も試作を重ね、最も美しい断面を研究
する過程がとても楽しく、学びの多い時間でした。
自分の商品が販売されるという特別な経験が出来て
嬉しく、この経験を今後の色々な活動に活かしてい
きたいです。

　

　今回の活動で私は、足湯の呼び込みをしまし

た。お湯を入れるときは、湯にゴミが入らない

ようにしたり、呼び込みではのぼりを持って会

場を歩き回って多くの人に来てもらえるように

頑張りました。大変でしたが、いろんな人たち

と繋がることの大切さを学ぶことができました。

今後も今回のような人とコミュニケーションを

取ることのできるボランティア活動に積極的に

参加したいです。

　

　今回のボランティアでは、犬のオフ会のお手

伝いをさせていただきました。犬は苦手ではあ

りませんが、触るのは少し怖かったため、犬と

のコミュニケーションは難しく、最後まで慣れ

ませんでした。ですが、飼い主の方と会話をし

て積極的に交流できました。お客さんひとりひ

とりとコミュニケーションを取ることができて

よかったです。

　

　

　感 想 文 の 本：優 等 生 サ バ イ バ ル ― 青 春 を 生 き 抜 く 13 の 法 則 ―

第７０回青少年読書感想文コンクール愛知県最優秀賞愛知県知事賞受賞

　私は普段から本を読むわけではないのですが、これだと思う本を見つけて

読み始めると止まらなくなります。今回この本を読もうと思ったきっかけは、

読書感想文の本を探しているときに、この本が韓国の高校生の話だと司書さ

んに教えていただいたことでした。私は韓国ドラマ

が好きなのでそれを聞いた瞬間、この本を読むこと

にしました。この本は主人公のジュノが勉強に進路、

恋、友達などに悩みつつも進んでいく話で、私の知

らない韓国の価値観や文化を知ることができました。

これからも、これだと思う本を見つけて自分の知識

を広げていきたいです。


